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経
済
産
業
省
ガ
ス
安
全
室

の
集
計
に
よ
る
と
、
２
０
２

０
年
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費

者
事
故
件
数
（
速
報
値
）

は
、
前
年
比
10
件
減
の
１
９

２
件
だ
っ
た
。
事
故
件
数
は

２
年
連
続
の
減
少
で
、
３
年

ぶ
り
に
２
０
０
件
を
下
回
っ

た
。
死
傷
者
数
は
過
去
最
少

だ
っ
た
前
年
32
人
を
更
新
し

て
30
人
（
う
ち
死
者
１
人
）

に
減
少
。
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
は

２
年
連
続
で
ゼ
ロ
を
記
録
し

た
。
販
売
事
業
者
起
因
や
そ

の
他
の
事
業
者
起
因
の
事
故

件
数
が
高
止
ま
り
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
、
引
き
続
き
「
死

亡
者
ゼ
ロ
、
負
傷
者
25
人
未

満
」
の
達
成
に
向
け
て
重
点

対
策
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　
７
月
30
日
に
郡
山
市
の
飲

食
店
で
発
生
し
、
死
者
１

人
、
負
傷
者
19
人
を
出
し
た

爆
発
・
火
災
事
故
に
つ
い
て

は
原
因
調
査
中
と
し
つ
つ

も
、
Ｂ
級
事
故
と
し
て
１
件

に
数
え
て
い
る
。
Ｂ
級
事
故

の
発
生
は
３
年
連
続
と
な

る
。

　
原
因
者
別
で
は
、
そ
の
他

の
事
業
者
起
因
が
前
年
比
１

件
増
の
67
件
で
最
多
と
な

り
、
う
ち
器
具
メ
ー
カ
ー
起

因
が
同
７
件
増
の
12
件
と
急

増
し
た
。
販
売
事
業
者
起
因

が
前
年
と
同
じ
44
件
に
対

し
、
消
費
者
起
因
が
39
件
と

前
年
比
18
件
も
減
少
し
た
。

消
費
者
と
販
売
事
業
者
の
双

方
起
因
が
同
６
件
増
の
８

件
、
雪
害
等
自
然
災
害
が
同

８
件
減
の
１
件
、
そ
の
他
が

８
件
、不
明
も
25
件
あ
っ
た
。

　
発
生
箇
所
別
で
は
、
供
給

設
備
が
同
18
件
増
の
１
０
８

件
で
、
そ
の
内
訳
は
供
給
管

47
件
（
う
ち
埋
設
39
件
）、

調
整
器
24
件
な
ど
。
一
方
、

消
費
設
備
が
同
27
件
減
の
83

件
で
、
そ
の
内
訳
は
配
管
40

件
（
う
ち
埋
設
18
件
）、
末

端
ガ
ス
栓
12
件
、
風
呂
釜
11

件
な
ど
が
多
か
っ
た
。

　
安
藤
百
福
は
１

９
１
０
年
３
月
５

日
、
台
湾
の
台
南

県
に
生
ま
れ
た
。

幼
く
し
て
両
親
と

死
に
別
れ
祖
父
母

に
育
て
ら
れ
た
。
23
歳
の
時

に
大
阪
で
メ
リ
ヤ
ス
貿
易
商

を
興
し
た
が
、
世
界
に
名
を

刻
す
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
発

明
し
た
の
は
48
歳
の
こ
と
だ

っ
た
▼
息
子
の
宏
基
氏
に
よ

る
と
「
転
ん
で
も
た
だ
で
起

き
る
な
。
そ
こ
ら
辺
の
土
で

も
つ
か
ん
で
こ
い
」
が
口

癖
。
今
年
は
百
福
の
生
誕
１

１
１
周
年
だ
が
、
２
月
20
日

に
全
豪
を
制
し
た
日
清
食
品

が
推
す
大
坂
な
お
み
選
手
の

く
じ
け
そ
う
で
く
じ
け
な
い

プ
レ
ー
に
時
代
と
職
業
を
超

え
て
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と

思
っ
た
▼
翌
日
、
横
浜
の
安

藤
百
福
発
明
記
念
館
を
訪
れ

る
と
、
入
口
で
手
に
取
っ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
生
涯
を

通
じ
て
持
ち
続
け
た
の
は
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
執

念
」
と
あ
り
、
伝
説
的
実
業

家
と
大
坂
選
手
の
共
通
点
を

見
つ
け
て
一
人
合
点
し
た
▼

玄
関
前
の
石
畳
に
も
発
見
が

あ
っ
た
。「
知
識
よ
り
も
知

恵
を
出
せ
」「
自
画
自
賛
す

る
な
。
第
三
者
を
も
っ
て
語

ら
し
め
よ
」
と
百
福
の
波
乱

万
丈
の
人
生
訓
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
「
人
生
に
遅
す

ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
は
61
歳

で
発
明
し
た
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
の
成
功
に
気
を
よ
く
し
て

社
員
を
鼓
舞
し
た
言
葉
で
、

耳
順
を
迎
え
た
凡
人
の
心
に

刺
さ
っ
て
き
た
▼
羽
の
よ
う

に
優
雅
な
毛
筆
書
き
の
年
頭

所
感
は
今
も
生
き
生
き
と
し

て
い
る
。
百
福
は
一
年
の
計

を
元
旦
に
定
め
、
１
９
６
４

年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
毎

年
色
紙
に
書
い
た
。
最
期
の

一
筆
が
「
企
業
在
人
、
成
業

在
天
」。
４
日
、
大
阪
本
社

の
初
出
式
で
披
露
し
た
▼
百

福
は
体
調
が
よ
く
な
か
っ
た

が
「
業
を
企
て
る
は
人
に
在

り
、
業
を
成
し
遂
げ
る
は
天

に
在
り
。
大
衆
こ
そ
が
神
の

声
で
あ
っ
て
天
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
気
力
を
振

り
絞
っ
た
。
そ
し
て
翌
５
日

に
急
性
心
筋
梗
塞
の
た
め
96

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
渾
身

の
金
言
が
先
の
見
え
な
い
世

の
中
を
照
ら
し
て
い
る
。

主な記事

◆７避難所にＬＰガス発電
　宮城県丸森町は２月、災
害時に拠点避難所となる７
カ所の「まちづくりセンタ
ー」に災害対応バルクやＬ
Ｐガス発電機を配備した。
一昨年の台風19号被災を教
訓に、通信の電源確保を主
目的に整備した。� ４面
◆一時避難に本社工場開放
　三菱重工メイキエンジン
は２月18日、津島市、神島
田小学校区コミュニティ推
進協議会との３者間で「災
害時の民間協力一時避難場
所に関する協定」を締結し
た。災害時に本社工場建屋
内の会議室を一時避難所と
して開放する。� ４面
◆デザイン性高い地域拠点
　門田ガスは２月12日、本
社を移転新築した。カフェ
を連想させる社屋は「ＴＯ
ＢＥ―Ｓ’」と命名。�５面
◆料金の完全回収を実現
　東洋計器は４月から、集
合住宅向けＬＰガス料金の
完全回収を実現するサービ
スコンテンツ「プリペイド
サービス」を提供する。利
用者は入金分だけガスを使
用できる。� ７面

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
災
対
バ
ル
ク
導
入

市
立
総
合
・
全
中
学
校 

４
体
育
館
に

山県市　
山
県
市
（
林
宏
優
市
長
）
は
市
の
総
合
体
育
館
と
市
立
の
全
３
中
学
校
の
体
育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
の

電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対
応
バ
ル
ク
を
新
設
し
た
。
２
月
末
に
設
置
工
事
が

完
了
。
多
発
す
る
自
然
災
害
を
受
け
、
分
散
型
で
備
蓄
性
に
優
れ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
実
力
が
評
価
さ
れ
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
分
散
型
、備
蓄
性
評
価

基
本
制
度
小
委 

実
態
踏
ま
え
メ
リ
ハ
リ

リ
ス
ク
に
応
じ
柔
軟
に

保安規制

Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
と
愛
知
時
計

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
協
業

ＬＰガス
集中監視

ガ
ス
燃
転
や
合
成
メ
タ
ン
導
入

脱
炭
素
化
を
後
押
し

エネ庁

コ
ミ
ュ
ガ
ス
協 

新
年
度
事
業
計
画

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を
反
映
へ

３年ぶり200件下回る

経産省速報 死傷30人で過去最少

20
年
事
故

適
正
ガ
ス
取
引
指
針
改
定

小
売
の
包
括
・
メ
ン
テ

契
約
も
問
題
行
為
に

経
　
産
　
省

ガ
ス
大
手
の
料
金

３
月
支
払
い
も
猶
予

システム連携のイメージ

原因者別事故件数の推移
年

項目 2016 17 18 19 20

一般消費者等起因 45 54 68 57 39

うち点火ミス、立ち消え 16 19 18 16 8

うち不適切な使用 20 14 12 3 5

うち誤開放 3 7 10 16 9

一般消費者等及びＬＰ
ガス販売事業者等起因

0 3 2 2 8

ＬＰガス販売事業者等起因 30 43 31 44 44

うち腐食等劣化 14 14 18 19 18

うち工事ミス、作業ミス 7 17 7 13 10

うち容器交換時の接続ミス等 8 6 3 2 6

その他の事業者起因 41 61 54 66 67

うち設備工事業者 2 11 3 1 3

うち充てん事業者 2 1 0 0 0

うち他工事業者 34 49 48 58 52

うち器具メーカー 3 0 3 5 12

雪害等の自然災害 8 12 34 9 1

うち雪害 6 9 29 6 0

その他 3 5 11 0 8

不　明 13 17 12 24 25

合　　計 140 195 212 202 192

出典／経済産業省ホームページ

主
保
安
が
可
能
な
者
と
困
難

な
者
、
保
安
が
成
熟
し
た
分

野
と
新
た
な
保
安
上
の
リ
ス

ク
分
野
、
平
時
と
災
害
時
・

事
故
時
な
ど
を
区
別
す
る
考

え
方
に
基
づ
く
。

　
同
日
の
会
合
で
は
日
本
ガ

ス
協
会
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
プ
レ
ゼ
ン
し
、
「
事
業

者
資
産
の
検
査
・
点
検
の
見

直
し
」
「
各
種
届
け
出
の
廃

止
も
し
く
は
簡
素
化
」
な

ど
、
法
制
度
を
含
め
た
規
制

緩
和
の
要
望
を
示
し
た
。
全

国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
も
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
し
た
。

ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス
の
導
入
促

進
に
向
け
た
官
民
連
携
を
後

押
し
す
る
。
２
０
５
０
年
に

向
け
た
ガ
ス
事
業
の
在
り
方

研
究
会
（
座
長
＝
山
内
弘
隆

・
一
橋
大
学
大
学
院
特
任
教

授
）
が
２
月
24
日
に
開
い
た

第
６
回
会
合
で
、
ガ
ス
が
将

来
に
役
割
を
果
た
す
た
め
の

取
り
組
み
方
針
に
掲
げ
た
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
地
域
課
題

へ
の
対
応
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
電

気
と
ガ
ス
で
需
要
最
適
化
を

図
る
「
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
」
の
考
え
方
も
新
た
に

導
入
。
今
回
ま
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
３
月
末
に
中
間
取

り
ま
と
め
を
行
う
。

　
同
会
合
で
は
日
本
ガ
ス
協

会
の
沢
田
聡
専
務
理
事
が
、

具
体
的
な
30
年
目
標
と
し

て
、
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
技

術
課
題
の
解
決
、
国
内
の
実

証
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
ガ
ス
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
率
５
％
以

上
を
達
成
す
る
と
明
言
。
設

備
の
大
容
量
化
を
見
極
め
、

　
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ

ス
協
会
（
鴇
田
勝
彦
会
長
）

は
２
月
４
日
の
常
任
理
事
会

で
、
２
０
２
１
年
度
事
業
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
国
連

が
提
唱
し
世
界
的
に
展
開
さ

れ
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）」
を

反
映
さ
せ
る
と
す
る
基
本
方

針
案
を
承
認
し
た
。

　
２
年
目
に
入
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
３
月

19
日
の
理
事
会
に
諮
る
予
定

の
新
年
度
事
業
計
画
案
に
盛

り
込
む
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
は
、
誕

生
か
ら
51
年
目
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ス
事
業
の
普

及
促
進
策
に
盛
り
込
む
。
具

体
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ガ
ス
団
地
が
ク
リ
ー
ン
な
原

料
（
＝
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）
を
用
い

て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
（
強
靭
で

し
な
や
か
）
な
街
を
形
成
し

供
す
る
ア
イ
チ
ク
ラ
ウ
ド
と

の
シ
ス
テ
ム
連
携
を
行
い
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
へ
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
実
現
す
る
た
め
の
協
業

を
開
始
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
①
シ
ス
テ

ム
連
携
＝
テ
レ
コ
ン
共
同
セ

ン
タ
ー
と
ア
イ
チ
ク
ラ
ウ
ド

を
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
し
、
両
者
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
セ
ン
タ

ー
の
拡
充
、
事
業
者
に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
端
末
の
利
便
性

向
上
を
担
う
②
営
業
連
携
＝

両
社
の
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
端
末
の
特

徴
を
生
か
し
た
販
売
な
ど
で

相
互
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
業
者
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の

普
及
拡
大
で
柔
軟
な
機
器
構

成
に
よ
る
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
両
社
が
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
て
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
と

顧
客
基
盤
を
生
か
し
、
相
互

連
携
に
よ
る
事
業
者
の
事
業

発
展
へ
の
一
層
の
取
り
組
み

強
化
③
Ｄ
Ｘ
推
進
＝
両
社
の

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
端
末
か
ら
取
得
し

た
デ
ー
タ
な
ど
を
利
活
用

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
で
の

７
号
保
安
業
務
代
行
サ
ー
ビ

ス
（
緊
急
時
連
絡
業
務
）
の

提
供
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ

レ
コ
ン
が
提
供
す
る
配
送
効

率
化
、
業
務
効
率
化
、
料
金

決
済
な
ど
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
事
業
者
に
お
け
る

業
務
改
革
の
推
進
に
取
り
組

む

―
な
ど
に
つ
い
て
協
力

し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

　
今
回
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
新
設
し

た
の
は
山
県
市
総
合
体
育
館

と
高
富
中
学
校
、
伊
自
良
中

学
校
、
美
山
中
学
校
の
体
育

館
。

　
総
合
体
育
館
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ

室
外
機
６
台
（
合
計
１
２
０

馬
力
）
、
３
中
学
校
体
育
館

は
各
４
台
（
そ
れ
ぞ
れ
合
計

　
経
済
産
業
省
は
２
月
24

日
、
産
業
構
造
審
議
会
産
業

保
安
基
本
制
度
小
委
員
会

（
委
員
長
＝
若
尾
真
治
・
早

稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教

授
）
の
初
回
会
合
を
開
い

た
。
産
業
保
安
に
つ
い
て
は

従
来
一
律
的
な
規
制
を
基
本

と
し
て
き
た
が
、
今
後
は
リ

ス
ク
に
応
じ
て
規
制
の
強
度

を
変
え
る
柔
軟
な
制
度
体
系

を
目
指
す
。

　
産
業
保
安
の
規
制
は
こ
れ

ま
で
概
し
て
画
一
的
だ
っ

た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
法
の
認
定
販

売
事
業
者
制
度
（
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
事
業

者
の
緊
急
時
対
応
な
ど
の
一

部
要
件
を
緩
和
す
る
）
の
よ

う
に
事
業
者
の
シ
ス
テ
ム
普

及
率
に
応
じ
た
制
度
措
置
も

あ
る
が
、
限
定
的
で
、
事
業

者
の
保
安
の
成
熟
度
な
ど
を

考
慮
し
な
い
場
合
が
多
か
っ

た
。

　
人
手
不
足
や
科
学
技
術
の

進
展
、
災
害
の
常
態
化
な
ど

環
境
の
変
化
を
受
け
、
今
後

は
柔
軟
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

規
制
を
目
指
す
。
高
度
な
自

早
期
の
合
成
メ
タ
ン
の
導
管

注
入
に
も
踏
み
込
ん
だ
。

　
脱
炭
素
実
現
に
つ
な
ぐ
低

炭
素
化
の
取
り
組
み
に
は
、

高
効
率
で
高
付
加
価
値
な
ガ

ス
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

拡
大
な
ど
を
掲
げ
た
。
50
年

に
は
、
ガ
ス
導
管
網
と
電
力

系
統
に
水
素
導
管
網
を
加
え

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
多
重
化
。
デ
ジ
タ
ル
技

術
で
大
規
模
供
給
シ
ス
テ
ム

と
需
要
側
の
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、

最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定

提
供
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
目
指
す
と
し
た
。

　
同
協
会
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
技
術
進

展
な
ど
不
確
実
性
を
誠
実
に

示
し
な
が
ら
、
地
に
足
の
着

い
た
整
理
が
で
き
て
い
る
」

（
松
村
敏
弘
・
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
教
授
）、「
非

電
力
の
脱
炭
素
化
の
道
筋
が

明
確
に
ま
と
め
ら
れ
た
」

（
上
田
絵
理
・
日
本
政
策
投

資
銀
行
課
長
）
な
ど
と
多
く

の
委
員
ら
が
賛
同
、
評
価
し

た
。

　
橘
川
武
郎
・
国
際
大
学
大

学
院
教
授
は
「
非
電
力
分
野

の
ガ
ス
業
界
こ
そ
日
本
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
背

負
う
気
概
が
必
要
。
海
外
で

は
、
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
ト
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ

回

収
・
貯
留
）
適
地
の
取
り
合

い
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

電
化
分
野
で
も
水
素
発
電
の

担
い
手
は
ガ
ス
業
界
以
外
に

考
え
ら
れ
な
い
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
激
励
し
た
。

て
い
る
こ
と
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
掲
げ
る
具
体
的
行
動
の
う

ち
「
⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
」「
⑬
気
候
変

動
に
具
体
的
な
対
策
を
」

―
の
２
点
を
意
識
し
て
周

知
・
広
報
す
る
。

　
感
染
症
対
応
で
は
コ
ロ
ナ

禍
で
人
と
人
と
の
接
触
を
可

能
な
限
り
削
減
す
る
状
況
で

あ
っ
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

「
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
に

掲
げ
ら
れ
る
ガ
ス
の
安
定
供

給
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
各

種
の
周
知
・
要
請
、
人
材
育

成
や
情
報
提
供
を
実
施
す

る
。

　
新
年
度
は
ガ
ス
事
業
法
改

正
に
よ
っ
て
ガ
ス
小
売
が
全

面
自
由
化
さ
れ
て
４
年
目
と

な
る
が
、
引
き
続
き
、
事
業

法
の
順
守
に
向
け
、
規
制
や

報
告
手
続
き
の
周
知
・
徹
底

を
図
り
、
需
要
家
保
護
の
観

点
か
ら
経
過
措
置
料
金
規
制

が
課
さ
れ
て
い
る
団
地
へ
の

継
続
的
な
支
援
を
行
う
。

　
今
後
見
込
ま
れ
る
事
業
の

検
証
作
業
や
制
度
見
直
し
に

つ
い
て
も
実
態
把
握
や
制
度

上
の
問
題
点
の
把
握
や
必
要

な
調
査
と
検
討
を
実
施
す

る
。

　
21
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
ガ

ス
安
全
高
度
化
計
画
に
つ
い

て
は
、
保
安
講
習
会
な
ど
を

通
じ
て
会
員
に
内
容
を
周
知

し
、
同
計
画
に
新
た
に
盛
り

込
ま
れ
る
大
規
模
な
自
然
災

害
対
策
を
考
慮
し
た
内
容
を

加
え
て
「
地
震
防
災
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
災
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
称
）」
の

策
定
も
目
指
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
実
施

で
き
な
か
っ
た
20
年
度
に
迎

え
た
設
立
50
周
年
の
記
念
表

彰
・
講
演
に
つ
い
て
は
６
月

ご
ろ
の
実
施
を
検
討
す
る
。

ガ
ス
料
金
の
支
払
い
が
困
難

と
な
っ
た
需
要
家
を
対
象
と

し
た
支
払
い
期
日
延
長
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、
東
京
ガ

ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ

ス
、
西
部
ガ
ス
、
東
部
ガ
ス

の
大
手
５
社
か
ら
従
来
の
２

月
検
針
分
ま
で
に
加
え
て
３

月
検
針
分
も
対
象
と
す
る
追

加
申
請
を
認
可
し
た
。
中
部

経
済
産
業
局
も
同
日
、
旧
簡

易
ガ
ス
み
な
し
小
売
の
東
邦

ガ
ス
、
東
邦
液
化
ガ
ス
の
合

わ
せ
て
30
団
地
を
対
象
に
３

月
検
針
分
を
特
例
措
置
に
追

加
す
る
申
請
を
認
可
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
特
例
措
置
は

ガ
ス
と
電
気
の
去
年
２
月
検

針
分
の
料
金
か
ら
始
ま
り
１

年
を
超
え
た
。
旧
簡
易
ガ
ス

で
は
適
用
期
間
が
さ
ら
に
長

引
い
て
お
り
、
中
国
経
済
産

業
局
が
２
月
17
日
に
広
島
ク

ミ
ア
イ
燃
料
か
ら
計
４
団
地

を
対
象
に
１
～
５
月
検
針
分

も
繰
り
延
べ
る
と
の
追
加
申

請
を
認
可
し
た
。

　
公
正
取
引
委
員
会
と
経
済

産
業
省
は
２
月
25
日
、「
適

正
ガ
ス
取
引
指
針
」
を
改
定

し
た
と
発
表
し
た
。
２
０
１

７
年
４
月
以
降
の
都
市
ガ
ス

小
売
全
面
自
由
化
後
に
公
正

競
争
の
観
点
か
ら
浮
上
し
た

独
禁
法
と
ガ
ス
事
業
法
で
問

題
と
な
る
行
為
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
改
定
。

　
具
体
的
に
は
小
売
事
業
者

の
「
包
括
契
約
」「
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
契
約
」、
卸
売
事
業

者
の
「
不
当
に
高
い
解
約
補

償
料
徴
収
」
を
私
的
独
占
や

取
引
妨
害
な
ど
の
行
為
と
し

て
新
設
し
た
。
ま
た
、
別
の

小
売
事
業
者
と
契
約
し
よ
う

と
す
る
需
要
家
の
工
事
費
な

ど
を
「
不
当
に
不
利
な
も
の

と
す
る
こ
と
」
を
差
別
的
対

応
と
し
て
新
設
し
た
。

　
経
済
産
業
省
は
２
月
24

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

シ
ス
テ
ム
製
。

　
山
県
市
は
市
立
小
中
学
校

普
通
教
室
の
空
調
に
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
採
用
し
て

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散

化
や
災
害
時
対
応
の
重
要
性

を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
特

性
を
評
価
し
て
い
た
。

　
体
育
館
の
空
調
に
つ
い
て

も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

採
用
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示

し
、
今
回
の
導
入
に
至
っ

た
。
今
後
は
、
市
立
小
学
校

の
全
体
育
館
へ
の
設
置
も
検

討
し
て
い
る
。

　
公
立
小
中
学
校
普
通
教
室

全
室
空
調
化
は
２
０
１
９
年

度
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
、
ポ

ス
ト
学
校
特
需
の
一
つ
し
て

全
国
の
公
立
小
中
学
校
の
特

別
支
援
教
室
と
避
難
所
と
な

る
体
育
館
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
。

　
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
で

も
、
都
道
府
県
協
会
と
協
力

し
て
需
要
開
発
推
進
運
動
を

展
開
す
る
な
ど
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
常
設
・
常
用
提
案
を
推
進

し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
（
本
社

・
東
京
、
深
澤
充
社
長
）
と

愛
知
時
計
電
機
（
本
社
・
名

古
屋
市
、
星
加
俊
之
社
長
）

は
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
端
末
を
含
む

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集
中
監
視
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ

コ
ン
が
提
供
す
る
共
同
セ
ン

タ
ー
と
愛
知
時
計
電
機
が
提

80
馬
力
）
を
設
置
し
た
。
す

べ
て
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、

天
然
ガ
ス
の
脱
炭
素
化
を
見

据
え
て
、
石
炭
・
石
油
か
ら

天
然
ガ
ス
へ
の
燃
転
や
、
合

成
メ
タ
ン
な
ど
カ
ー
ボ
ン
ニ

㊤
高
富
中
学
校
に
導
入
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
㊦

山
県
市
総
合
体
育
館
に
新
設
し
た
災
害

対
応
バ
ル
ク


